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１． 個人事業者の税金の納付…8月は、個人事業者の前年所得に係る税金の納付時期です。納税する方は資金繰り等を考慮して、納付 

もれがないように気をつけましょう。また、口座振替の手続きをされている方は、必ず振替日を確認し、必要な残高があるよう 

に資金繰りの調整をしましょう。例 ・ 個人事業税（第1期分） ・ 個人都道府県民税・市町村民税（第2期分） 

２． 随時改定の反映（4月昇給の場合）…随時改定により、7月から新たに改定された社会保険料を翌月控除する場合、8月給与から 

控除することになります。 

３． 賞与の所得税の納付…7月に賞与を支給した事業所においては、今月の源泉徴収所得税の納付の際に、賞与の所得税も納付するこ 

とを忘れないようにしましょう。 

４.  熱中症対策…引き続き熱中症対策が重要になります。具体的な対策については、厚生労働省等からリーフレットが発行されてい 

ますので、これらを参考に対策を行いましょう。 

５．夏季休暇にまつわる諸業務…夏季休暇を実施する前の諸業務の再確認をしましょう。 

◆配達物の扱い…休暇中の郵便物の配達を休止する場合は、手続きを怠らないようにしましょう。 

◆福利厚生の管理…休暇中の従業員の慶弔見舞に関する連絡網を整えて、従業員へ周知しましょう。 

◆パソコン等のデータバックアップ…休暇中のパソコンの不具合に備え、データのバックアップを行うように周知しましょう。 
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 熱中症がもっとも心配な季節を迎えます。皆様、くれぐれもお気をつけください。 

 掲載内容に関してご不明点等があれば、お気軽に当法人までお問い合わせください。 

2026 年 9 月 24 日に予定されている国税庁の新基幹システム「KSK2」への移行に伴い、書面で 

提出する申告書や届出書、法定調書、納付書など、多くの税務書類の様式が順次見直されます。 

◆様式の改訂◆ 

税務署提出用の書類 書面の様式が順次改訂へ 

 KSK2 の導入にあたり、書類のデータ化を効率的に行う技

術（ AI-OCR ）が取り入れられ、これに対応するため、税務

署提出用の税務書類について、一部書面の様式が見直されま

す。具体的には、様式により文字ごとの区切り枠が外れ、下

図のような要素が追加されます。 

お  仕  事  備  忘  録 

参考：国税庁「国税システムの更改について」、e-Tax「国税システムの更改」他 

 

また、税務署窓口配付用の所得税徴収高計算書（納付書）に

ついては、これまでの A4 三つ折りサイズ程度の複写式から、 

A4 サイズの単票式へ変更されます。ただし、年末調整時期に 

税務署から送付される納付書は、引き続き複写式の様式となる

予定です。 

税務署に書面で提出する法定調書（給与所得の源泉徴収票、

退職所得の源泉徴収票、各種支払調書など）については、用

紙サイズが変更されます。 

新様式は順次公表され、受付が開始されます。様式によっ

て、公表や受付開始の時期が異なります。ご留意ください。 

◆今後の予定◆ 
◆用紙サイズも変更◆ 
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８月１０日(月) ●源泉所得税・復興特別所得税・住民税等特別徴収分の納期限（７月分）

●６月決算法人の申告・納税、1２月決算法人の予定納税申告・納付期限 

　(前事業年度の法人税額が20万円超、直前の課税期間の消費税年税額が48万円超400万円以下)

●３月・９月・1２月決算法人の消費税予定納税申告・納付期限

　(直前の課税期間の消費税年税額が400万円超4,800万円以下)

●健康保険・厚生年金保険料の納付期限（７月分）

●個人の県民税・市町村民税の納期限（第2期分） ※市町村の条例で定める日まで

●個人の事業税の納期限（第1期分） ※各都道府県の条例で定める日まで

お仕事カレンダー

８月は、夏季休暇を実施する企業が多いため、休暇スケジュールを確認し、発注や納期ミスなどがないようにしましょう。

８月３１日(月)

医療費の自己負担はどうなる？高額療養費制度の見直し 

高額療養費制度は、医療機関等で支払う医療費（保険診療分）が一定の上限額を超えた場合に、 

その超えた額が払い戻される制度です（上限額までは自己負担）。この上限額が、2026 年 8 月と 

2027 年 8 月の 2 段階で変更される予定で、自己負担が減る場合と増える場合があります。 

（出典：MyKomon） 

上限額は、所得（健康保険の被保険者の場合は標準報酬月

額）に応じて設定されます。例えば年収約 770 万円のライン

では、標準報酬月額が 50 万円か 53 万円かによって自己負担 

の上限額が異なります（下表赤線上下）。医療保険や貯蓄な

ど、万一の備えを考える際には、この上限額も一つの目安と

なります。 

 ◆上限額は標準報酬月額で決定◆  
長期療養者や低所得者に配慮した仕組みとなるため、主に

療養期間が短期の場合に自己負担が増加します。一方で、新

たに年単位（8 月～翌 7 月）の上限額が設けられるため、こ

れを超えた負担の心配は軽減されます。 

～お知らせ～ 
真に勝手ながら８月８日（土）～８月１６日（日）まで夏季休業とさせていただきます。 

ご理解の程宜しくお願い致します。 

 

 


